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尿 路 感 染症 に 対す るCefuroxime axetil(CXM-AX)の 使 用 経 験

土 田 正 義 ・西 本 正

秋田大学医学部泌尿器科学教室

(主任:土 田正義教授)

新 しい経口用セファロスポ リン剤であるCefuroxime axetil(CXM-AX)の 尿路感染症に対する

臨床効果を検討した。急性単純性膀胱炎の7例 と複雑性尿路感染症の31例 を対象 とした。 急性単

純性膀胱炎および慢性複雑性膀胱炎の各1例 にはCXM-AXを1日750mg食 後分3投 与 し,他

の36例 には1日1.59を 食後分3投 与 した。UTI薬 効評価基準合致例は複雑性尿路感染症の22

例 で,そ の臨床効果は著効5例,有 効8例,無 効9例 で総合有効率は59.1%6で あった。 自他覚的

副作用は認めなかった。 臨床検査は34例 において実施 し,好 酸球増多2例,GPTの 上昇1例 お

よびBUNの 軽度上昇1例 の4例 に異常値の出現を認めた。

Cefuroxime axetil(CXM-AX)は 英 国Glaxo社 で

開発 さ れ た 経 口用 セ フ ァ ロス ポ リソ剤 で あ る。CXM-

AXは それ 自体に 抗 菌 作 用 は な いが,経 口投 与 され る と

腸管 内で脱 エ ス テル 化 され てCefuroxime(CXM)と し

て吸収 され,抗 菌 性 を 発揮 す る1)QCXMは β-lactarn-

aseに 安定 で,グ ラ ム陽性 菌,グ ラ ム陰 性 菌 に広 範 な抗

菌 スペ ク トラ ムを 有 す る第2世 代 の セ フ ァ ロス ポ リ ン剤

として 日常臨 床 に使 用 され て お り,CXM-AXも 尿 路 感

染症に対 して有効 な こ とが 期 待 され る。 今 回,わ れ われ

は38例 の尿 路感 染症 患 者 に 本 剤 を 用 い る機 会 を 得 た の

て,そ の成績 に つ い て報 告 す る。

I. 投 与 対 象 お よ び 投 与 方 法

対 象は昭 和59年9月 か ら昭 和60年2月 ま で に秋 田

大学医学部附属病院および平鹿総合病院,市 立秋田総合

病院,秋 田労災病院,仙 北組合総合病院,由 利組合総合

院病の5関 連施設の泌尿器科外来に受診あるいは入院し

た尿路感染症患者38例 である。性別は男性20例,女

性18例 であり,年 齢は28歳 か ら84歳 におよんでい

る。疾患別にみると,急 性単純性膀胱炎7例,慢 性複雑

性腎孟腎炎9例,慢 性複雑性膀胱炎22例 である。

投与方法は急性単純性膀胱炎および慢性複雑性膀胱炎

の各1例 には1日 量750mgを3回 の分割経口投与 と

し,他 の36例 には1日 量1.5gを3回 の分割経 口投与

した。なお本剤の血中ならびに尿中の移行は空腹時より

食後投与の方が高いと報告されてお り1),食 後30分 の

服用を指示 した。投与期間は急性単純性膀胱炎では5日

Table 1 Clinical summary of simple UTI cases treated with CXM-AX

A.S.C.: Acute simple cystitis
* 

Before treatment

After treatment

** UTI: Criteria by the UTI committee

Dr: Dr's evaluation
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間6例,7日 間1例 て,複 雑性尿路感染症に対 しては5

日湖から最長15日 間つ連続投与を行った。

効果判定はUTI薬 効評価基準2,3)に準 じて行い,さ ら

に主治医が著効,有 効,や や有効,無 効の判定を行っ

た。また自他覚的副作用の有無を観察 し,臨 床検査値の

推移について検討 した、

II.成 績

急性単純性膀胱炎の2例 は初診日以降来院せず,本 剤

の効果および副作用について検討 し得なかった。この2

伊」を除いた36例 の臨床成績を一覧 に してTable1～3

に示す。

UTI薬 効評価基準を満たすものは複雑性尿路感染症

の22例 であり,5日 間以上CXM-AXを 投与した9例

では5日 目にその効果を判定した。これらの22例 の総

合臨床効果をTable4に ま とめた。膿尿に対する効果は

正常化8例,改 善4例,不 変10例 で正常化率は36.4%

であ り,細 菌尿に対する効果は陰性化9例,菌 交代6例 ,

不変7例 で陰性化率は40.9%で,こ れらを合わせた総

合臨床効果は著効5例,有 効8例,無 効9例 で有効率は

59.1%で あ った。

Table 4 Overall clinical efficacy of CXM-AX in complicated U.T.I.

Table 5 Overall clinical efficacy of CXM-AX classified by type of infection
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投与前細菌陰性の5例 を除いた31例 の主治医による

効果判定では急性単純性膀胱炎4例 中著効が3例,有 効

が1例 であった。慢性複雑性尿路感染症27例 では著効

6例,有 効7例,や や有効5例,無 効9例 であり,著 効

と有効を合わせた有効率は48.1%で あった。

疾患病態群別の効果をTable5に 示 した。症例数が少

なく,群 別の分布に偏 りがあり評価 しにくいが,単 独感

染例の有効率が70.6%で あ るのに対 して混合感染例で

は20%と 低 い有効率であった。

起炎菌別細菌学的効果をTable6に 示 した。投与前に

13種28株 が分離され,投 与後には28株 中21株 が消

失し,消 失率は75%で あ った。存続 した株はSmar-

ce5cen53株,E.aero8ene51株,H.alvei1株,.A.ca1-

Table 6 Bacteriological response to CXM-AX

in complicated UTI

Table 7 Strains appearing after CXM-AX treatment

in complicated UTI

coaceticu5 1株,Plavobacterium 1株 の 計7株 であっ

た。

次に投与後出現菌をみると,グ ラム陽性菌が7株 グ

ラム陰性菌が8株 検出され,と くにEnterococcusが5

株,P5eudomona5が4株 と多かった(Table7)。

副作用に関してはCXM-AXの 投 与 によると考えら

れる自他覚的副作用は36症 例で全く認め られ な かっ

た。また調べ得た34例 でのCXM-AX投 与前後の臨床

検査値をTable8に 示 したが,1例(症 例No.22)に

GPTの 上昇を認め,本 剤 と多分関係あ りと判定した。

また2例(症 例No.17,19)で 好酸球増多を認め,1例

(症例No.31)で クレアチニンの上昇 を伴わないBUN

の軽度上昇を認め,と もに本剤と関係あるかもしれない

と判定 した。症例No.22のGPTの 上昇,症 例No.17

の好酸球増多はCXM-AX投 与 終了後1ヵ 月の再検査

で正常に復したが,他 の2例 では追跡調査は行なわれて

いない。

III.考 察

CXM-AXは 現在 日常臨床に使用されている注射用第

2世 代セファロスポ リン剤 で あ るCXMの 経 口pro-

drugで あ り,CXMが β一1actamaseに 安定で,グ ラム

陽性菌,グ ラム陰性菌に広範な抗菌 スペクトラムを有 し

ていることより,尿 路感染症に対 して有効な薬剤と考え

られる。そこで今回,本 剤の臨床的検討を行った。

急性単純性膀胱炎の4例 は主治医判定で3例 が著効,

1例 は有効であった。この1例 では自覚症状の消失と膿

尿の改善 より有効とされたが,起 炎菌が存続した。 しか

し,投 与量が少ないことが考えられ,投 与量を増加すれ

ば細菌が消失する可能性があったか も しれない。UTI

薬効評価基準を満た した22例 の慢性複雑性尿路感染症

では著効5例,有 効8例 とそ の有効率は59.1%で あ

り,全 国集計1)とほぼ同様の 成績であった。無効例のほ

とんどはSmarce5cen5やP5eudomona3あ るいはこれら

を含む複数菌感染であり,こ れらの菌に対する本剤の抗

菌力の弱さが原因と考えられる。また慢性複雑性尿路感

染症27例 の主治医判定では有効率48.1%で あ り,UTI

薬効評価基準での59.1%よ り低い値を示 した。これも

本剤の抗菌力が弱いEnterococcusやPseudomona5な

どが投与後に出現 した症例が多かったことに起因 してい

ると考えられる。 しか し,瓦coliな どの本剤が有効と考

えられる菌種では17株 中16株(94.1%)が 消失 し,

よい成績を得た。これらのことから起炎菌や基礎疾患な

どを考慮して使用すれば本剤は有用な薬剤 と考え られ

た。

副作用については,自 他覚的副作用を示 した症例はな

く,臨 床検査値異常が4例 に認められたが,重 篤なもの
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はなく,安 全性の面でとくに問題はないと考えられた。
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CLINICAL EXPERIENCE WITH CEFUROXIME AXETIL

IN URINARY TRACT INFECTIONS

SEIGI TSUCHIDA and TADASHI NISHIMOTO

Department of Urology, Akita University School of Medicine

(Director: Prof. S. TSUCHIDA)

Clinical evaluation of Cefuroxime axetil (CXM-AX), a new oral cephalosporin derivative, was per-
formed in urinary tract infections. The subjects treated with CXM-AX consisted of 7 patients with
acute simple cystitis and 31 patients with complicated urinary tract infections.CXM-AX was orally
administered at a dose of 250 mg three times a day after each meal to one patient each with acute
simple cystitis and with chronic complicated cysticis and at a dose of 500 mg three times a day after
each meal to the other patients.

Twenty two patients with complicated urinary tract infections were evaluated based on the criteria
of UTI committee, and the clinical response to CXM-AX treatment was excellent in 5 patients,
moderate in 8 and poor in 9 with the efficacy rate being 59.1%.

No subjective adverse event was seen in any of the patients. Laboratory tests were performed in
34 patients; elevated eosinophil count was observed in 2 patients, a increase in s-GPT in 1 and a
slight increase in BUN in 1.


